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cs(t)≡cl2 + (冗t′Dl)1/2･J･erf(Tl)･ (3)
すなわち､Ⅹ=0における密度Csは時間に依存する｡ここで､erf(γl)は誤差関数であり､γ'は
求められるべき相境界の移動を決定する未知数のひとつである｡
以上のモデルを用いて計算した相境界を図1に破線により示す｡ここで用いられた拡散定数
は､ステージ1､2､3に対しそれぞれ0.036､0.025､0.021mm2/Sである｡前述したステージ
ドメイン分布の反応速度依存性の特徴は､以上のモデルにより半定量的によく再現されている
ことが判ると図3は､インターカラントの密度分布の時間依存性を二つの反応速度の場合に対
し計算した結果である｡
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｢層状複合化の秩序化と乱れ一層間化合物,超伝導化合物,量子反強磁性体-｣
以上の解析結果に基づき､インターカレーション反応におけるステージドメインの成長パタ
ーンは､以下のように説明される｡(3)式中のJ/Dl･'2が小さい場合､すなわち反応速度が小さい
か拡散定数が大きい場合､相境界の移動は他の反応過程に比べ相対的に速く進む｡この場合､
インターカラントは試料中で一様に分布しやすくなり､ステージ転移において二つの相すなわ
ちステージnとn+1のドメインのみが共存すると考えられる｡この状況を図3の左図に見ること
が出来る｡他方逆に､ J/Dl-･2が大きい場合､すなわち反応速度が大きいか拡散定数が小さい場
合､相場兎の移動が相対的に遅く､拡散が成長過程を律速することになる｡この場合､インタ
ーカラントは一様に分布することができず､多くの異なる相 (ステージドメイン)が共存する｡
この状況は､図3の右図に示されている｡
4｡まとめ
インターカレーション過程におけるステージドメインの成長パターンは､一次元多相分離系
における相境界の運動により半定量的に説明することができる｡成長バターンは､インターカ
レーション反応の律速過程に依存し､拡散律速の場合､ステージ転移において三相以上の異な
るドメインが共存 し､拡散律速でない場合､二相が共存する｡これらの特徴は､密度の異なる
相が境界により分離された多相分離系の成長
過程に一般化することができる｡また､相境
界におけるそれぞれの相の密度と各相におけ
る拡散定数が既知であれば､その系の成長バ
ターンを求めることができる｡
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図3 密度プロフィルの時間変化 (反応速度依存)｡
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